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最近、しみじみ感じていることのひとつ

に、「信じる」って、すごいエネルギーだ

なあということがあります。 

 

けれども、この「信じる」ということばは、

しばしば誤解されて使われているように

感じます。「信じていたのに裏切られた」

「信じていたのに失望した」そんなことば

を聴くときです。 

 

ちょっと辛口の言いかたになっちゃいま

すが、それって、本当は、「信じていた」

のではなく、「期待していた」だけではな

いかと思うのです。 

 

もちろん、相手は、ひょっとしたら、「○

○を（実現）する」とか、宣言していたか

もしれません。結果として、期日までに

それが達成できなかったかもしれませ

ん。現象として「達成できなかった」、そ

れはまちがいありません。 

 

でも、だから、「信じられなくなった」とか、

「信じていたのに」というのは、おかどち

がい。そのときこそ、あなたの出番だか

らです！ 

 

できているときに「信じる」と言うのは、誰

にだってできること。うまくいっていない

ときこそ、「信じる」エネルギーが必要な

んです。 

 

だって、当人だって、絶対へこんでいる

はずですからね。それこそ、これまで以

上に、エネルギーを必要としているはず

ですからね！ 

 

「信じる」というのは、目先の「何か」がで

きることを、期待することではなく、その

ひとが、そのひととして生きていく、その

まるごとを、応援することだと思うのです。

だから、いったん「信じ」たら、そのひと

が生きているかぎり、終わりはないのだ

と思うのです。 

 

永遠に、相手のために、エネルギーを

送りつづけること。それが、「信じる」とい

うこと。言い換えれば、「信じる」というエ

ネルギーには、それだけのちからがあ

るんです。 

 

さらに言ってしまえば、それだけの覚悟

がないなら、最初から、「信じる」なんて、

言わなければいいのです。素直に、「期

待している」って言えばいいのです。 

 

「期待」は、「期を待つ」と書きますから、

相手の問題ではなく、自分の問題です。

宝くじに置き換えてみるとわかります。

「当たるといいなあ」って期待して、はず

れても、「裏切られた」とは思わないでし

ょ（笑）。自分の問題ですからね♪ 

 

それにたいして、「信じる」は、ひとには

たらきかけるエネルギーです。あなたの

エネルギーの出しかたが、相手を変え

ていくのです。 

 

私は、子どもの表現活動に２０年近くか

かわってきて、目の前の子どもがどういう

状態であろうと、完全に、全面的に信じ

ることに決めました。 

 

そうすると、目先の現象に左右されなく

なりますから、何があろうと、安心して見

ていることができます。 

 

実際、うまくいかない状態を、目の前に

していても、「大丈夫。大丈夫」って、ここ

ろのなかで、思いが湧き上がってくるん

です。 

 

だって、一生応援していくのですからね。

いま、結果が出なくたって、何も問題あり

ません。あとは、自分に必要な出番がき

たら、いつでも出動する準備をしておく

だけです♪ 

 

「信じる」というエネルギーを、私たちが

もっともっと活用することかできたら、世

界は、もっともっと、パワフルに変わって

いきます。そう考えたら、使わないのは、

もったいないと思いませんか？ 

 

あなたのなかの「信じる」というエネルギ

ー。よかったら、見直してみてください。

「期待」しているだけよりも、絶対に、わく

わくする変化と出会えるはずですよ！ 

 

 

●日刊メールマガジン「今日のフォーカス 

チェンジ」（かめおかゆみこ編集・発行）は、

2003年11月1日創刊。 2011年10月、

2900 号達成。３秒で読める携帯版もあり。

無料講読は「かめわざ快心塾」から♪ 

http://kamewaza.com/ 


